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これは全くのたとえ話ですが、もし役

所に車で出向くとき、トヨタの車でなけ

れば駐車場に入れないだとか、あるいは

トンボのボールペンで書かなければ書類

は受理しないだとか言われたらどう感じ

ますか。もちろん自動車会社に仕事で出

向くときにその会社の車でないとだめと

言われるのは、こちらの気分はよろしく

ないにしても、私企業との関係の問題な

ので道義的問題は問えません。しかし、

そのようなことを公共機関、あるいは公

共性の高い機関から指定されたらどうで

しょう。公的機関が特定企業の製品以外

を排除する指示を出したとしたら、それ

は社会的に大きな問題です。

このようなことは日本ではあり得ない

と思うかもしれませんが、実際に現在の

日本でこうしたことは起きています。特

定分野の申請書類などを出す際に、「提出

の際には Microsoft Word 形式で出すこ

と」などとしたり、市町村で開催する「パ

ソコン教室」では、Microsoft Windows

とその上で動く Microsoft 製品の使い方

の説明以外はない、というようなことは

そちらこちらで見られるごくありふれた

事例です。これはひとつに、現在一般に普

及しているパーソナルコンピュータ用の

システムとして、IBM PC/AT 互換機と

その上で動くMicrosoft Windows系列と

いう組合せが圧倒的に大きなシェアを持っ

ているといった前提があるがためです。多

くの人にとって「パソコン=Windows機」

といった認識があるのは否めません。それ

ゆえ利用者の要望をもっとも多く満たす

意味と、対費用効果の観点からWindows

に関わる人材のみを用意するのはある意

味当然といえます。

しかしこれはどんな事情があるにせよ、

一企業製品の推奨行為にほかならず、こ

れによって特定企業の製品以外のものを

選択する機会がますます失われている事

に違いはありません。そうして、公的機

関が頑張れば頑張るほど特定企業が潤う

という結果を生み出しています。つまり、

公益ではなく私益を助長する行為です。

1 コンピュータの中の公益

性

コンピュータを扱うことと公益性。全

く関連が無いように思われるかもしれま

せんが、もう何年も前からコンピュータ、

特にインターネットの世界は公益努力の

結晶によって支えられています。

ご存知のように、現在では各家庭にま

で普及したインターネットは、最初は一部

の研究者だけが利用していた小さなネッ

トワークでした。その頃は利用者の中で

も、コンピュータそのものに詳しい人の

比率が高かったので、「利用者=開発者」

という関係も多々ありました。そのよう



な中では、自身がインターネットを使っ

ている上での不具合の修正や、より便利

にするための開発がその場で行なわれる

といったサイクルが効率的に機能しやす

いため、インターネットは飛躍的に便利

なものになって行き、現在では家庭レベ

ルにまで普及するようになりました。

初期のインターネットに接続されてい

たのは主に研究者が利用していた Unix

と呼ばれるシステムがほとんどでした。

ひとくちに Unixと言ってもその仲間に

分類されるシステムはいくつかありまし

た。どれも同じ仲間なので似てはいます

が、やはり微妙にでも違うシステムどう

しを同一ネットワークでつなぐためには

必然的に互いに協力しあってプログラム

を作成する必要がありました。このよう

な姿勢は、インターネットの仕組みその

ものを作るときだけでなく、その上で動

くサービス (例えば電子メイル、電子ニ

ュース、WWW など)を供給するソフト

ウェアを作成するときにも受け継がれま

した。誰かが自分のシステムで動かすた

めに作ったソフトウェアを公開し、別の

システムを使う誰かが自分のところで動

くようにプログラムを修正して更に公開

し、といった手順を経てソフトウェアの

完成度はますます高まって行きました。

2 インターネットの普及

私がインターネットを使い始めた 1989

年には、インターネットで利用するものと

いえば電子メイル、電子ニュース、FTP

だけといって良いくらいの寂しいもので

した。もちろん「寂しい」というのは現

在と比べてのことで、当時はそれで大満

足でした。というのも、インターネット

そのものを利用している知合いが大抵は

Unix コンピュータを利用している人に

限られていたので、インターネットだけ

で日常生活全ての情報をやりとりしよう

という考え自体がありませんでした。そ

れゆえ、研究活動をするうえで必要なソ

フトウェアを FTPを利用して入手する

ことが出来るというだけで、画期的に便

利なものとして感じていました。

この状況を一変させたのがWWW(World

Wide Web)の登場です。それまで単なる

コンピュータ上でのデータのやりとりと

しか感じられなかったものが、視覚的に

も一般の人に訴えかける力を持ったので

す。これによってインターネットは飛躍

的に知名度を上げ、さらにはWindows95

の登場によって、研究者以外でも簡単に

インターネットを体験できる時代がやっ

て来ました。そこから先は、みなさんの

良く知るところでしょう。全てのパソコ

ンにはWindowsが搭載され、買ったそ

の日からインターネット接続することも

可能になりました。

3 Windowsの台頭

インターネットが一般的に利用できる

ようになったことにより、マニア以外の

人もパソコンを購入して利用するように

なりました。その前進のMS-DOSの時代

から、パソコンで動く実用的なOSは事

実上Microsoft社の作るもの以外無いと

言ってよい状態が続きました。数社から

Windowsの代わりとなるシステムが発表

されたりしましたが、残念ながらシェア

を獲得することはできず次第に消えて行



きました。良くも悪くも、Microsoft社の

OSを使っている限り他のパソコン利用者

と同じ形式のデータが使えるので、パソ

コン購入者のほぼ全員がWindowsを導

入するようになりました。そうした状況

を考えると、最初からWindowsをパソ

コンに導入した状態で販売した方が良い、

と考えるのが市場経済論理であり、メー

カー品のパソコンには「Windowsを買わ

ない」という選択肢は無くなりました。

4 フリーソフトウェア

新しくパソコンを買えば「必ず」Win-

dowsがついてくる時代を迎え、多くの人

にとって「パソコン」といえばWindows

そのものを指すことのように捉えられて

いる一方で、フリーソフトウェアを開発

してみんなで利用する動きも着実に成長

を続けていました。

「フリーソフトウェア」とは、誰もが

「自由」に、そして多くの場合「無料で」

利用することのできるコンピュータソフ

トウェアのことです。

4.1 フリーソフトウェアの始ま
り

現在の状況を知る前にフリーソフトウ

ェアの初期の段階がどのようなものだっ

たか簡単に紹介しましょう。コンピュー

タが企業や教育機関研究所などに導入さ

れ、製品としてのコンピュータが出回る

ようになった頃には、コンピュータを動か

す根本のソフトウェアである「オペレー

ティングシステム」(基本ソフト: 以下

OS) は、コンピュータとともに納入され

ていました。というのも、OSはそのコ

ンピュータの持っている機能を完全に引

き出すためのものなので、コンピュータ

の製造元あるいは、それに近い会社がプ

ログラムを作成するのが一番自然だった

からです。現在でもこの形式の続いてい

るMacintoshコンピュータを思い浮かべ

れば雰囲気は分かるでしょう。

研究者の利用していたワークステーシ

ョンでもコンピュータメーカの作成する

OSを使うのが基本でした。ただし、基本

システムだけではやりたい仕事をこなし

切れないので、その OS上で動く便利な

ソフトウェアを有志が作り、それをイン

ターネット上で「他の人も使ってみて下

さい」という動機で公開しあうようにな

りました。これが、フリーソフトウェアの

原点であり、同じように自分の作ったソ

フトウェアを公開しあって、日常業務に使

うための便利なソフトウェアは増え続け

て行きました。このようにして Unix を

利用する環境は多くのフリーソフトウェ

アによって支えられてきました。

4.2 パソコンのフリーソフトウ
ェア事情

いっぽう、パソコンの世界ではどうで

しょう。実は MS-DOS の時代からもフ

リーソフトウェアの活動は盛んでした。

パソコンを購入し、OSだけは「商用ソフ

ト」であるMS-DOSを利用するものの、

その上で動く便利なソフトはフリーソフ

トウェアを選択するといったことが行な

われていました。MS-DOS の時代には

• プログラミングが複雑でない



• プログラミングに必要なソフトウ
ェア (開発ツール)が安価で手に入

った

ことのおかげで、自分が作ったソフトウェ

アを「フリー」で公開する人が多かった

のも特徴です。Windows時代を迎えて状

況は少し変わりました。

• プログラミングが複雑で情報を得
るのにそれなりのコストが掛かる

• プログラミング用開発ツールが高
価

• ソフトウェアに要求されるものの
肥大化

これらの理由から、次第に自分が作った

ものを有料で公開する人の割合が増えて

きました (いわゆるシェアウェア)。

他の工業製品と同じく、ソフトウェア

も成長を続けるものなので、近年のもの

はどれも機能豊富です。どんなにCPU(中

央演算処理装置)が速くなっても、ソフ

トウェア自体もどんどん重くなるので体

感速度は以前とほとんど変わらないとい

うのは多くの人の実感しているところで

しょう。このような「機能豊富」な巨大ソ

フトウェアは、到底個人の力では作るの

は難しく、おのずと「フリーソフトウェ

アだけで全部まかなう」のは厳しくなっ

てきました。

逆に、メーカー品のパソコンを買えば、

日常に必要な商用ソフトウェアがあらか

じめ大抵入っている (抱き合わせ販売)こ

とから、後からソフトウェアを探す必要

がありません。フリーソフトウェアの存

在はよほど詳しい人でなければ意識され

ない状況となりました。

4.3 フリーなOSの登場

一般消費者向けのパソコンのOSがWin-

dowsに置き換わっていったその数年前。

Unix の一種である OS が「フリー」の

ものとして公開されました。これは非常

に衝撃的で、それまでは高価なワークス

テーションなどでしか利用できなかった

高機能かつ高信頼性のOSが個人で買え

るパソコンでも利用できるというのはわ

れわれにとって夢のようなことでした。

それほど優れたOSとはいえ、当時は研

究や開発に用いるのが主目的であるので

一般向けとはいいがたい面が強くありま

した。

しかし、もともと優れたものであるの

で地道にユーザ数を増やし、それと同時

にOSそのものの開発にかかわる人間も

増えていきました。マスメディアがそれ

に着目するようになってからは加速度的

に発展を遂げることになりました。この

ときにフリーなシステムの特長を示すた

めに生まれた言葉が「オープンソース」

です。

4.4 オープンソース運動の高ま
り

コンピュータ上で動くソフトウェアは

どれも人間の書いたプログラムが元にな

っています。プログラミング言語を利用

して人間が書いたものを「ソースプログ

ラム」と言います。逆にソースプログラ

ムをコンピュータが理解できる機械語に

変換したものを「ターゲットプログラム」

あるいは「実行プログラム」と言います。

市販のソフトウェアも必ず人間が書いた



ソースプログラムを (コンピュータを利用

して)実行プログラムに変換して作る過

程を経ています。しかしソースプログラ

ムは販売されるときには付属してきませ

ん。ソースプログラムはソフトウェアの

内部の動きそのものを記述したものなの

で、これを製品に付けることは制作会社

の技術を公開することになります。ソフ

トウェアの販売も「商売」なので、手のう

ちをさらすようなことはしないでしょう。

フリーソフトウェアの場合は事情は全

く逆になります。以下のような理由から、

フリーソフトウェアとして配布する場合

には実行プログラムではなく、ソースプ

ログラムを配布することが一般的になり

ました。

• Unixは一種類ではなく様々な種類

のワークステーションで動くので、

より多くの人に使ってもらうため

にはソースプログラム形式で配り、

利用者の手元で実行プログラムに

変換してもらう必要があった。

• ソースプログラムが開示されてい
るので中で何をやっているのか分か

り、知らない人の作ったプログラム

を使う場合の安心感につながった。

• 作者以外にも改良する技量を持っ
た人が多く存在するので、ソース

プログラムに手を加えて、より便

利なソフトウェアに育つ流れがう

まく機能した。

とくに、最後の特長は重要で、一つの

ソフトウェアのソースプログラムをみん

なで改良することにより、より便利なも

のが完成することの助けになりました。

このように、一つのソフトウェアのソー

スプログラムを公開することの利点は数

知れません。商用ソフトウェアがソース

プログラムを表に出さないことで守れる

のはその会社の利益であるいっぽう、フ

リーソフトウェアがソースプログラムを

公開することで得られるのは、利用者全

体の利益です。その点を重要だと考える

気運が高まり、ソースプログラムを開か

れたもの (オープン)として公開すること

を支持する運動が大きな流れとなりまし

た。これが、「オープンソース運動」です。

5 ソフトウェアの信頼性

商用ソフトウェアは、職業プログラマ、

つまりソフトウェア会社に勤めている人

達が作ったものです。言い換えれば「プ

ロ」によるものということになります。

逆に、フリーソフトウェアは必ずしもソ

フトウェア会社の人達が作るとは限らず、

むしろ多くは趣味でプログラミングを楽

しむ人達が作ったものです。つまり「プ

ロ」によるものではありません。

「プロ」によるものとそうでないもの。

普通に考えると、やはり「プロ」が作った

売り物の方が良いものであると考えるの

が自然です。そして、長い間そう考えら

れてきました。とくに、企業のコンピュー

タシステム管理部門では. . .

5.1 フリーソフトウェアの信頼
性

フリーソフトウェアは対価を求めるた

めのものではないので、保証はありませ



ん。うまく動かなくても、バグ1があって

も作者に責任を問えません。大抵の場合、

プログラムに不具合があることは作者に

とっても不名誉なことなので報告をすれ

ば直してもらえますが、そうでない場合

もあります。こうした性質を持つフリー

ソフトウェアは個人で使う人はいても、

仕事で使うのはためらう人が多かったの

は事実です。しかし、年月を経て、その心

配は杞憂であると多くの人が気づいて来

ました。「オープンソース」であること、

が問題を解決してくれました。何かの不

具合があると、たとえそのソフトウェア

の最初の作者が多忙で対処できない場合

でも、別の人が直してそれを作者に送っ

てあげることができます。利用者の多い

ソフトウェアであればあるほどそのよう

な互助作用は強く働きます。

5.2 商用ソフトウェアの信頼性

人間、誰しも間違いがあるように、コ

ンピュータのプログラムにバグは付き物

です。「バグの無いソフトウェアは無い」

ということわざが存在する程です。しか

し、コンピュータを動かす足場となる重

要な意味を持つ「OS」は、そうも言って

いられません。OSは、それが止まってし

まうと残りの全てが止まってしまうので、

とくに高い技術力を持った人達が、細心

の注意をもって作成し、念入りに検査を

くり返して作られるものでした。それゆ

えOSは実用上問題にならない程度に高

い品質 (安定度)を持ったものであるのが

常でした。かつて、色々なワークステー

ションに応じてOS(Unix)が「商用ソフ

1プログラムに存在する間違いのこと

トウェア」として付属していましたが、

そのどれも満足できる安定性で、安心し

てコンピュータを利用することができま

した。この常識を覆したのが Microsoft

にほかなりません。

5.3 唯一看過されている欠陥品

幸いなことに日本では、売られている

工業製品はどれも信頼して使うことがで

きます。逆に、購入した製品に不具合が

あったら大問題です。電子レンジを使っ

たら料理が爆発しただとか、車を運転し

たら突然ブレーキが効かなくなったりし

ただとかのことはほとんど考えられませ

ん。仮にあったとしたら、メーカーは「リ

コール」措置を迅速に起こし、問題解決

に努めるでしょう。対価を払って購入す

る以上、消費者は常に正常な製品を使う

ことを保証されています。

ところが、そうでない製品が一つだけ

あります。パソコンです。正確に言うと、

Windowsです。パソコンで動くワープロ

を使っているときに、突然キーボード操

作を受け付けなくなり、画面が青くなっ

てパソコンを再起動せざるを得なくなっ

た経験は無いでしょうか。初心者の多く

はパソコンの操作に自信が無いので、自

分が悪い操作をしたかのように感じてし

まいがちですが、それは違います。普通

に利用しているのにシステムが固まって

しまうのは、明らかに欠陥品です。また、

インターネットにつないだときに起こり

がちな、ウィルス被害に関しても、その

ような被害が起こるような設計をしてい

ること自体に欠陥があります。

しかし、この欠陥にたいして「リコー



ル」措置が取られることは無く、むしろ

発覚するまで隠されていることがまかり

通っています。現状では

• パソコンが生活に占める割合がそ
れほど大きくない

• 初心者は自分の操作ミスかパソコ
ンの不具合かの判別が付かない

• どこに苦情を言って良いか分から
ない

• 苦情を言ってもたらい回しされる

• 制作者側も不具合に対処できる技
術力がない

などの理由により、パソコンに関しては

消費者は「泣き寝入り」をするのがごく

ありふれた事象となってしまいました。

世の中で、唯一許されている欠陥品、そ

れが「Windowsパソコン」です2。しか

しこれはもちろんゆゆしき事態です。

5.4 どちらを信頼するか

「プロ」による商用ソフトウェアと、

プロ以外によるフリーソフトウェア。ど

ちらがより信頼できるでしょう。ワーク

ステーションの時代の商用ソフトウェア

はどれも信頼できるものでした。しかし、

現在は信頼できないものが幅を利かせて

います。これには理由があります。

職業プログラマがプログラムを作る動

機はその大部分が「賃金を得るため」で

す。「お金をもらうからには責任をもっ

て」取り組むというのは当然のことです

2もちろんパソコン本体 (ハードウェア) を作っ
ているメーカは問題ありません。

が、限界があります。その理由のひとつ

として、世代によるモラル (道義) とモ

ラール (士気)の低下があります。いにし

えの「職人気質」を持つ人が時代を重ね

るごとに減っているのは悲しい事実です。

ただしその責任の一端は消費者にもあり

ます。より新しいものを、より早く出す

ように求める傾向は、プログラマにたい

して「品質」よりも「納期」を重視する

傾向を植え付けます。それゆえ、「賃金」

を得るために果たす責任は、「納期」を

守ることで全うできるという錯覚をもた

らします。

いっぽう、フリーソフトウェアには報酬

がありません。プロでない人間が報酬な

しで作るものに、どうして良いものがあ

ろうか、と不思議に思う人も多いでしょ

う。確かに、技術的に未熟な作者が公開

するフリーソフトウェアが存在すること

も事実です。しかしそのようなものは、

利用者が増えずに淘汰されるか、よりす

ぐれた人からの助言をもらい作者自身が

成長し、すぐれたソフトウェアに育つか

のいずれかです。また、自分の作品を公

開することは「自己表現」のひとつであ

り、それに対する反響を得られることは

お金では得られない感動につながります。

「ありがとう」の一言がボランティア活動

を続ける大きな推進力になるのと同様、

自分の作品が日本中・世界中で使われて

いるという事実と、作品に対する見ず知

らずの人からのコメントは、自分の存在

価値を確認する大きな証です。

職業プログラマは、賃金をかけてプロ

グラムを作成しますが、フリーソフトウェ

ア作成者は自らのプライドをかけてプロ

グラムを作ります。職業プログラマは上



司から指示された納期のタイミングでプ

ログラムを出荷します。フリーソフトウェ

ア作者は満足のいく品質が得られたとこ

ろで出荷します。

6 公益性を再度考える

もう一度問題提起しましょう。公共性

の高い機関で申請時に利用する形式とし

て Microsoft Word を求めることに問題

はないでしょうか。あるいは逆に、多くの

人にMicrosoft WordやMicrosoft Excel

のファイルを送ることに問題はないでしょ

うか。問題を一般化すると、

特定の会社の製品に依存する

形式で文書をやりとりするこ

とを求めることに問題はある

でしょうか

となります。

もし、それが重要な文書なら、書きた

い・読みたいと思う人は必ず、そのソフ

トウェア会社の OSとアプリケーション

ソフトウェア、両方を購入する必要があ

ります。文書の内容がどんなに公共性の

高いものでも、それを作るために必要な

ソフトウェアを揃える時点で、特定の会

社の利益を増やすことを強要しているこ

とにつながります。

コンピュータは、もはや文書作成に欠

かせない道具となっています。この傾向

は今後、より一層進むことはあっても、

退行することはないでしょう。申請書な

どの形式的な文書が電子化されることは、

貴重な紙資源の消費を抑えることになる

のでよろこばしいことです。言い換えれ

ば、電子化すること自体は「公益」につ

ながります。しかし、そこで特定企業の

製品の利用を強いることは「私益」につ

ながるだけです。何かの文書を書くとき

に、タイトルの部分だけ少し大きくした

い、というだけの目的でワープロソフト

を利用してはいないでしょうか。あるい

は、決められた項目を順番通り埋めて欲

しい、というだけの目的で表計算ソフト

の書式での提出を求めてはいないでしょ

うか。その目的は、テキストファイルだ

けでもちょっとした工夫で実現できます。

Webページであればより豊かに表現でき

ます。テキストファイルも、Webページ

を記述する HTML言語も、慣習や公共

規格によって決まっているものです。

ここ十年で、フリーの Unix相当シス

テムが完成し、その上で動くフリーソフ

トウェアが充実しました。いまや一台の

パソコンを全てフリーソフトウェアだけ

で動かすことが可能です。それらの全て

のソフトウェアは世界のどこかにいる誰

かが見知らぬ人のために自分の英知を注

ぎ込んで作ったものです。公益の理念だ

けで成り立っている理想郷がコンピュー

タの世界には実在するのです。

これからは心の時代と言われます。公

益活動もその一つです。公益を学ぶ場と

しての情報処理教育では、「公益の結晶」

であるコンピュータ利用環境を奥深く学

生に体験していってもらいたいと考えて

います。


